原子力基礎工学研究に対する独立行政法人評価の結果と評価部会でのコメント平成24年12月13日
原子力基礎工学研究・評価委員会
参考 4

	期間
	
	評　　価
	コメント

	平成20年度
	S
	・…(前略)… 原子力基礎工学において産業界との連携により様々な成果を上げたこと、国内外の機関等との連携により教育レベルの向上に貢献したこと、原子力エネルギー基盤連携センターを中心とした連携研究開発により産業振興に繋がる顕著な成果が得られたことは高く評価できる。(全体)
・原子力基礎工学研究部門と次世代原子力システム研究開発部門が連携して試験を実施するなどの統合効果が発揮され、研究データがIAEA等の世界標準データとして採用され、新しい溶製法の開発や高速中性子ラジオグラフィの産業利用など、産業界との連携によって特筆すべき成果が上がっている。(個別)
	・今後とも、世の中のニーズを踏まえ、産業界との連携を深め、我が国が国際的に高い水準に位置づけられるような研究を着実に実施すべき。(個別)

	平成21年度
	S
	・…(前略)… 原子力基礎工学において世界最先端データライブラリの完成などの原子力基盤技術の水準向上に大きく貢献したことなど、業務の質の向上が図られた。(全体)
・汎用評価済核データライブラリ（JENDL-4）の完成、エマルションフロー法による排水処理技術の開発、高エネルギー放射線の被ばく線量統合評価モデルの構築等、原子力技術基盤の水準向上に大きく貢献したことは高く評価できる。また、産業界や大学と積極的な連携を進め、新たな産業技術の創出に貢献したことも評価できる。(個別)
	・産業界への成果の還元と原子力機構でしかできない基礎研究の双方をバランスよく進めるよう留意すべきである。(個別)

	第1期期間
	S
	・…(前略)… 原子力基礎工学において汎用評価済核データライブラリ（JENDL-4）の完成などの原子力基盤技術の水準向上に大きく貢献したことなど、世界をリードする実績をあげたことから、業務の質が向上したと判断した。(全体)
・超高純度合金の量産技術の確立、放射線防護核種データベースの完成、汎用評価済核データライブラリの完成、高エネルギー放射線の被ばく線量統合評価モデルの構築など、世界に先行する成果を挙げ、原子力基盤分野の水準向上に大きく貢献したことは高く評価できる。研究者の意識も高く、多くの学会賞等を受賞したほか、産業界や大学との連携も積極的に実施し、毎年度優れた成果を挙げ続けたことも高く評価できる。(個別)
	・なお、基礎研究であっても、実績と比較できるように目標をより具体化するべきである。(個別)

	平成22年度
	A
	・核工学・炉工学研究、照射材料科学研究、アクチノイド・放射化学研究、環境科学研究、放射線防護研究、計算科学技術研究、分離変換技術の研究開発が着実に実施された。以上から、計画通りに履行したと認められる。(個別)
	・震災を踏まえて、特に原子力基礎工学研究、安全研究、原子力防災等に対する技術支援、自らの原子力施設の廃止措置及び放射性廃棄物の処理処分に係る技術開発等については、震災経験の反映、技術の移転や人的資源の適切な配置等の対応が望まれる。(全体)
・今後も、原発事故の早期収束に向け、原子力安全委員会、東京電力等からの要請に適切に対応することが望まれる。また、特に汚染状況の把握手法や除染技術などの技術の標準化への取組が期待される。このためには基礎研究の研究体制をきちんと担保していくことが重要である。(個別)

	平成23年度
	A
	・核工学・炉工学研究に係る研究計画について、ANNRI、FCA、JRR-3の被災により変更されたが、変更後の計画を適正に実施したと認められる。
特に、除染効果評価システムは、専門家以外でも使用できるシステムとして東京電力福島第一原子力発電所事故への対応に貢献しており、高く評価できる。(個別)
・照射材料科学研究に係る研究計画について、原子力科学研究所の実験装置の被災により変更されたが、変更後の計画を適正に実施したと認められる。(個別)
・アクチノイド・放射化学研究について、計画通りに履行したと認められる。(個別)
・環境科学研究について、計画通りに履行したと認められる。(個別)
・放射線防護研究について、計画通りに履行したと認められる。(個別)
なお、ICRPのデータベースは、加速器や宇宙線等の高エネルギー放射線に対する防護における利用が期待されており、データベースの開発への貢献は、社会的意義は大きいと評価できる。(個別)
・計算科学研究について、計画通りに履行したと認められる。(個別)
・分離変換技術の研究開発について、計画通りに履行したと認められる。(個別)
・東京電力福島第一原子力発電所事故対応のため、技術移転や人的資源の適切な配置を迅速に進めたことが確認できた。(個別)
特に、ポリイオン粘土法による汚染土壌の除染法は現地試験でセシウム除去の効果が確認できたことは、高く評価できる。(個別)
・東京電力福島第一原子力発電所事故を受けたニーズを踏まえ、研究の重点化に取り組んだことが確認できた。(個別)
	・今後は、東京電力福島第一原子力発電所事故への対処に向けて、海外の研究成果の活用や、海外の関係機関との連携にも積極的に取り組むことを期待したい。(個別)平成24年12月13日
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・なお、基礎研究は、研究者の自由な発想が重要であり、プロジェクト研究との違いも意識しながら、研究の推進と管理を実施すべきである。(個別)
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